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高橋真太郎 ， 丸山修三 ： 漢薬 ・朮の 生薬学的研究 （第 1 報野

Shintaro 　TAKAHAsHI 　and 　Shfizo　MARuYAMA ： Pharmacognostical

　　　　Studies　on 　the　Chinense　Crude −drug ‘Zhl1’．（Part 　I）

（Facalty　o∫ Pharmacy，こfuivers吻 o∫ Osaha「eM’
）

　The　Chinese　crude ・drug　Zh血 was 　originated 　in　several 　Atractyledes　 species 　 which 　 belong 　to　 Family　 of

ComPositae．

　 In　the 　 ancient 　Chinese　Ma 赱eria 　Medica 　 socalled
‘‘
the 　 Commentary 　 of 　 Sheng 　 Nung 　 Petao 　Ching ”

at 　6th

cent 肛 y，　 Zh 血 has　been　devided．nto 　two 　kinds　of 　the　different　names 　of 　Bai −zb 血 and 　Chang −zh 直．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
‘Bai −zh 直

’
was 　originated 　in　the　rhizome 　of 　Atractylodes　ovata 　DC ．，　 whUe ℃ ha 皿 g −zhti

，

　is　the　rhizome 　of

〆4．lancea　DC ．

　And 　 also ℃ 血 a 皿 g ・zh 血
，
　 on 　the 　 markets 　in　Japall　 and 　 southerII 　 Kolea 　 was 　 eriginated 　 in　 the 　 rhizome 　 of

A ．ノaPonica 　KOIDZUMI ．

　The 　 above 　 mentioned 　 species 　 were 　 compared 　 with 　 the 　 discriptions　 of 　 each 　 speciemen 　 and 　 both 　 their

histological　 characteristics 　 and 　 chemical 　 colour 　 reactions 　by　vanillin ・HCI　 reagent 　 Qn 　the 　several 　 crude −

drugs．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Received 　June　 16，1961）

総 論

　漢薬
・朮に 関す る来歴 ， 基 源 ， 植物分類地理 学的考察 な らび に 従来 まで の 生薬 学 的 研 究 と 成分化学的研 究 に つ い て

は 著者の
一・

人 ， 高橋
L）が既 に論究し ， また 高橋 ，

ヒ キ ノ，佐 々 木
2）らが その 成分研究を 行 う際に の べ た こ と が あ る．

こ こ で は 現代 の 市 販 の 朮 に 関す る 知見 を補足 し ， そ の 後 に 加わ つ た新知見 に つ い て の べ る．

　朮に 白朮， 赤朮 （蒼朮） の 区別 の あ る こ とを 明 か に した の は 梁 代 の 陶弘 景 （452〜536）で あるが ， 隋 ・唐代の 薬方

を多く收載 した 千金方
3），千金翼方

4）
， 外台秘要方

5）な ど には 朮は すぺ て 白朮 の 薬名を 用い て お り， そ れ らの 隋 ・唐代

の 中国医薬書 目か ら抜萃 した薬方を收載す るわ が 国平安朝時代の医書で あ る医心方
6）の 薬名もまた 同様で ある．し か

し，どの よ うな朮を 白朮 とし た か は 問題 の あ る と こ ろ で
， 宋代 の 図経本草

7）の 説 か らすれ ば 宋朝の 白朮は 現 代の 蒼朮

に あた る朮を 加工 調 製 して 用い て い た よ うIC考 え られ る．もつ と も， 図経本草，本草衍義
8）に は 白朮 と蒼朮の 区別 を

挙げて ， 両者 の 用途 を選 ぶ べ きこ とを記 しで い る が，宋代 の 代表的な薬方書で ある太平聖恵方に は 前代 と 同様に 薬方

の ほ と ん どすぺ て は 白朮の 薬名を記 して お り蒼朮を 轍 こ指示 し た もの は 極め て わずか で あ る．明代 に 到 る と本草品彙

精要， 本草綱 目は ともに 薬名 と し て 白朮， 蒼朮を別項に 記 載 し
，

そ の 薬効 が 水毒 を去 り脾 胃 を 健 や か に す る 点で は 同

じ で あるが ， 蒼朮は発汗 に 作用 し ， 白朮は 止汗 に 作用 す る とそ の 区別 を 明か に し て い る、こ の 説は 金元 代 の 医家 で あ

る 王 好古
9）

， 朱震 享
la）の 薬効 論を 引用 した と こ ろ よ りみて 明か で ある が ， 次の 明代 で は 白朮と蒼朮を 同

一薬方に薬名

を別に して 処方す る よ うに な つ て い る．

　中国に お け る 白朮の 基源植物と し て は 爾雅 iE義 1り に い う山薊 ， 揚枹｛7 馬薊は そ の 本草書 の 記載 に よれ ば現 代 の 浙

江省天 目山〜天 台山山区に 自生 し ， 浙 江 ， 安 徽，江 西，湖南，福建 の 各地方で 栽植され て い る オ オバ ナ オ ケ ラ Atra −

ctPtJodes 　ovata 　DC．← A ．　macrocePhala 　KOIDZ ．） で あ る こ とは 北村
12）お よ び高橋

13）の 明か に し た と こ ろ で あ る．し

か し ， 蒼朮に 関 し て は 揚子江下流域お よびそ れ以北 の 地方 で は ホ ソ バ オ ケ ラ Alancea 　DC ．
， シ ナオ ケ ラ A ．．lancea

弔 　こ の 研 究 は 日本薬学 会 近 畿 支 部 特別例 会 （1951，11，17） で 口 演 し た （要 旨 ： 薬学研 究 24
，
213 （1952）） も の を 補

　 　 足 し た もの で あ る，
撒 Toneyama

，
　Toyonaka，　Osaka −f矼・

ユ） 高 橋 真 太 郎 ： 薬学 研 究 29，149 （1957）．　 2）高 橋 真 太 郎 ，
ヒ キ ノ ヒ ロ シ ，佐 々 木靖 子 ： 薬誌 79 ，541 （1959）．

3，4）孤 腿 撰 （・・．640）．　 5）王 煮撰 （・a．752）．　 6）丹 波 康 頼 撰 （982）・　 7）蘇 頌 等 撰 （1108）・

8）宋 の 寇 宗爽撰 （1116）．　 9）湯 液 本草 2 巻．　 10）丹 溪本 草 1 巻 　 11）清 の 郢晋 涵 撰・

12）北 村四 郎 ： 本誌 2，22 （1948）．　 13）高 橋 真 太 郎 ； 植 物 分 類地 理 17，17 （1957）．
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Fig ．　L 　 東亜 産 オ ケ ラ 属植 物分布概 念図

a ； オ ケ ラ A．iaPOnica　　　　 e ； シ ナ ナ ケ ラ A ．　lancea　 var ．　 chinensis
l ： ホ ソ バ オ ケ ラ A ．lancea　　 O ： オ オ バ ナ オ ケ ラ A．　ovata
S ： ナ ン マ ソ オ ケ ラ A 。lancea　 vaL 　simPlicifeJia

m ： 東 北 大個 朮 〔A ・知ρoη∫砌 × A ・1・va 「・chinensis 〜）・

var ．　chinensis ，ナ ン マ ン オ ケ ラ A ．　lancea　var ．　simPlicifoiia 　KI’vAMURA
， オ ケ ラ A ．刀ρo蛎σα KOIDzUMI な どが

自生 し て い る こ とが 判 つ て い るか ら ， 白朮 の よ うに 1 種 の 基源植物か ら得られ る生薬で は ない ，

　陶弘景がか つ て常住 した とい う茅山 （江蘇省旬容県地区）の 朮は茅朮 と呼び また 茅山に 連つ て い る蒋山 ， 白山の も

の もすべ て A ．lanceaを 基源 とす る こ とは 明か で ある が ，神農本草経集注に い う古代 の 朮 の 産地 で あ る鄭山山谷，

漢 中，南鄭 （い ず れ も陝 西 省 ・南鄭県） の もの は 現代 の 朮の 産地 と分布地理 か らみ て ホ ソ バ オ ケ ラで は な くシ ナ オ ケ

ラ で ある．図経本草に朮の 良品 を産す る と誌 され た 嵩山 （河 南省登 封県 の 北方） の もの もまた シ ナ オ ケ ラで ある こ と

は 現代 の 津蒼朮 の 産地で ある こ とか ら明 か と思 わ れ る．

　従つ て傷寒論が 誌 された と い う 3世紀 か ら北宋代 の 末期に あた る 12世紀 まで の 中国産 の 朮 に は シ ナ オ ケ ラ と ホ ソ バ

オ ケ ラ 、 オ オバ ナ オ ケ ラ の 3 種 の 生薬が あつ た と推定さ れ る （Fig．1）．

　清代に な る と中国の 北方域は 内蒙古 ， 遼東半島以北に も及ん で い るか ら，
こ の 地方 に 産す る ナ ン マ ン オ ケ ラ， オ ケ

ラ も当 然含まれ る こ とに なり，山海関以 北の 東北 地 方 の 朮に 対 し て 関東蒼朮の 名が 生 じた ．

　現 代 に お け る中国産 の 朮 の 商品学上 の 呼称に は 種 々 雑多 の もの が あ るが ，
こ れ を要約すれば 次 の よ うに な る．

　1　白朮 （Bai−zhU ）
14）： 白朮の 基源植物は 主 と し て Aovata で あ り，地方に よ つ て は A ．　ju，Ponicaな どか ら加

工 調 整す る こ と も あ る らしい が こ れ は む し ろ 薬品 と し て 正 条品で は ない．野生品 と栽植品の 2 種が あり， また生薬と

し て の 外形上 地上 茎や葉を附けた もの と ， 根茎部だ けか らな る もの の 区別が ある．

A ・帯　　葉　　朮

　1． 於潜野 生朮（天生野於朮）：小形 ， 軽質 ， 味甘 く，粘質で 紫色 を 帯び，い わ ゆ る 鳳頭 難頸 の 状 を呈 す る．浙 江 省

　　　潜嘔，黄塘 お よび遼東橋一帯の 産．

14）葉 舟 ， 王 家 瑛 ： 中葯 通 報 2
， 118 （ユ956），　 李 栄 昇 ： ibid．2

，
28 （1956）．　 中 葯 志 ： 1

，
142 （1959）．

　　 葯 材 資 料涯 編 （上 集）．P．207 （1959），

（240 ）
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　2． 黄山野朮 ： 前者に似 て い る．し ばし ば こ れ を 野於朮 と呼ぶ．

B ・不 　帯　葉　朮

　X　 白朮 （浙朮） ： 塊状 の 根茎 で ， 雲頭〜難腿の 形状を 呈 し ， 外面か つ 色 ， 内面は 類白色，良品 は 中空で なく味甘

　　　く清香 の ある もの で，淅江省東陽，燥県，於潜， 縉雲， 天台， 盤安 ， 新 昌の 各地で 生産され る．商品学上 ， そ

　　　の 規格は ，
1 等 （特峯面），

2等 （大峯面），
3等 （大峯王），

4 等 （峯王 ），
5 等 （峯貢 ），

6 等 （頂 貢 ），
7 等

　　　（浄寅）の 等級 が ある．

　2． 冬朮 泊 朮 と 同 じ で あ るが冬期に 採集て 晒干 した もの で 質
ー
は 柔軟．

　3． 生晒朮 （狗頭朮） ： これ に は蒼朮系
菅

の もの と白朮系 の もの の 2種 が あ り ， 前者の 気味は 強裂で ，後者に は 清

　　　香 が ある．安徽省歙県大洲原
一

帯で は 前者を 生 産 し ， 歙県街源一帯 で は 白朮系 の もの を生 産 す る．商品 規格に

　　　は 生晒王 と生晒の 2 種 が あ る．

　　　i’
蒼朮系 の もの は オ ケ ラ A ノ＠ o耽 π に も とつ くもの と考 え られ る．

　　　趙橘黄
’S）は これを普通白朮とす る．ただ しそ の 標品は未 だ 入手し て い ない．

　4． 京 元 朮 ： 安徽省 の 晒朮を わ ら縄で し ば つ て 丸め て 胡桃大 に し た もの で
，

こ の
一

名 を於朮 と 呼ぶ．

　5． 天 生朮 ：鵝頭朮， 洗朮 の 2 種 が あり， 後者は 安徽省歙県 の 産 で 大きい 塊形で 3〜4個 を 紅緑の 糸で く くつ て あ

　　　る．商品規格は 1 斤で 4 〜6 個 の もの を 良品 とす る．

　6． 野　朮 ： や は り， 歙県産 の もの で 細 長 い 生 晒朮か ら調 製加 工 し た もの で ，京元朮に 似て 小さい ．

　7． 扣朮 （金銭朮， 金銭吊劼蘆） ： 歙県産で 球形 に 加工 し ， 地上茎 の 残基を もつ た もの を特に 金銭朮 ， 金銭吊窮蘆

　　　と 呼ぶ．そ の 慨形 は黄山野 朮に 同 じ．なお ，安徽省 の 白朮の 産地 と し て は 宣城，績溪，休寧が 知れ て い る．

　8． 仙居朮 ： 浙江省仙居県産の 白朮で 野生品か ら なり生姜 の よ うな形態の もの で あ る．

　9． 坪朮 （平江朮，湖広朮） ： 湖南省平江産 の もの で，形状 は 難腿に 似て い る．平江 は もと 江西省の 宣春 の 種苗 を

　　　伝 え ， こ の 江西種は 浙江 の 栽培品を 伝えた もの で あ る．商品俎略に は 1 等 （特峯王），2 等 （峯王 ），
3等 （峯

　　　貢）， 4等 （頂貢 ）の 等 級 が あ る．

10． 江西朮 ； 江西 省萍郷 ， 宣春（袁州），幕阜山地区お よび銅鼓 ， 修水 ， 武寧産 の 白朮で 栽植晶か ら得られ る．蓙山

　　　1．L係 に も稀れに 野生白朮が ある．

11． 東北 白朮 ： 中国の 生薬市場で も新 し い 品種 で 基源植物は 不 明 で ある．い わ ゆ る 東北個朮が こ れ に相 当 す る か と

　　　思 われ る．そ の 他，浙江省の 白朮 の 産地 に は 現代 ， 峡県 ， 東陽 ， 於潜，昌化 ， 仙居 ， 桐 蘆 ， 建 徳，蘭溪，淳安

　　　が 知 られ て お り，陳県，新昌地区が最大 の 産 地 で於潜の もの が 古来伝統的に 良品 と され る．採集 は10月か ら11

　　　月中旬 に 行 わ れ ，
2 〜 3 年生 の もの を採り， 火熱乾燥 し た も の を 白朮 ， 哄（坑）朮 と 呼 び，生干品ま た は そ れ を

　　　切 片に し た もの を生 晒朮， 冬朮と呼ぶ．

　2．　 蒼朮 （Cang −zhu ）

　中国産 蒼朮の 基源 植物は 1 種で は ない こ とは 先 に 述べ た と こ ろ で ある が，そ の 生薬の種類 を理 解する た め に は 予め

原植物 の 分布地理 を 知 る必要 が ある．蒼朮中代表的 な 茅朮は 江蘇省句容県地区の 山野に 自生 分布 し，茅山， 蒋山 ， お

よ び 白山の もの が 中世以来知られ て い る．こ れらはすぺ て ホ ソ バ オ ケ ラを基源 とす る．ホ ソ バ オ ケ ラ の 分布は 長 江 下

流域か ら中疵 域 に あた る 安徽，江西， 湖南 ， 湖北 に 及ん で お り中葯志
1fi）に よ る と河南省桐柏 ， 唐河 の もの も これに含

まれ る とい う．こ れ らの 華中産 の 蒼朮を 南蒼朮 とい い そ の 内，茅山産 の もの を 最 も良品 と す る．生薬の 切 断面か らは

白色の 粉霜状の 結晶 （atraetylol ）を析出 し特異 の芳香 が あり， 堅実で あるが破折し やすい ．

　華北 （河北 ， 山西 ， 陜西 ， 山東）地区の 広大な地域 には い わ ゆ る 山蒼朮を 産 出 し ， 茅朮系の 南蒼朮に 対 して こ れ を

北蒼朮 と 呼ぶ．そ の 基 源 植物は シ ナ オ ケ ラ で ある．

　また ， 山海関の 東北地 区 東北 方地区 （東北地 方 と称す る） に は い わ ゆ る 関東蒼朮 （関蒼朮）を 産 ILliす る．そ の 地域

に は 北蒼朮 と同
一

基源 の シ ナ オケ ラが 分布 し ， ま た遼寧省 （［日満洲）に は 日本 ， 朝鮮 ， ア ム ール 河流域に 広く分布す

る オ ケ ラ が 分布し ， 遼東半島の 南部，北朝鮮お よび 山東半島の
…

部に は ナ ン マ ン オ ケ ラが 分布す る か ら関東蒼朮の 基

源は 必ず し も 1種 で は ない ．

　そ れ らの 朮 は い ずれ も茅朮 と異 る と こ ろ は生薬の 切断面に は atraetylol の 結晶を折 出しな い ．

　現代 の 漢 口 市場の 中国産 蒼 朮を 商 品 学的に 分類す る と大略 次 の よ うに な る
’η．

15） 趙橘黄 ： 祁州薬誌 工
，
32 （1936）．　 16） 中葯 志 1，308 （1959）．

17）葯 材資 料 涯 諞 （上 集 ）p．36 （1959）．　 中 葯志 1．ibid．
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1． 漢蒼朮 （南蒼朮， 茅朮）

　　概形 は 小形 で あ るが，堅 実 で ， 外皮 は 黒 か つ 色．産 地 は 湖北省鍾祥 ， 京山 ， 威寧 ， 通 山お よ び 江西省武寧 ， 修水

　　産 の もの で 漢 口市場に集散す る もの を漢蒼朮 とに 呼ぶ．こ の 類で 江蘇省句容 ， 澡 陽 ， 漂 水等 の 茅山系の も の を 京

　　茅朮と呼び 南京市場に 集散す る．い ずれ も蒼朮中の 上 品で あり，生薬切断面 に は atractylol の 紬
11111

を 折出・する ．

2．　 津蒼朮 （北蒼朮， 山蒼朮）

　　概形 は 塊状不 整 形で 大 きく質は 茅朮に 比 し て 軽虚 で，や や 繊維 で ある．河 北 省薊県 ， 平 谷 ， 遵 化 ， 遷 化 ， 遷 安 ，

　　懐柔，宣化 を 主産地 と し天 津市場 に 出廻 る もの を 津蒼朮 と 呼 び また 北蒼朮， 山蒼朮の 名もあ る．山蒼朮に は河南

　　省嵩 i［irlJ系，登封， 伊 陽 ， 南召お よび 山西省大行山系 の 泌源 ， 晋 城 ， 陽城 ， 長 治か ら も大量 産 出 し，これ を単 に

　　蒼朮 と もい う．そ の 基源 は シ ナ オ ケ ラで ある．

3．　 関 東蒼朮 （関蒼朮）

　　漢 口 市場で 関東蒼朮とい うの は 長い 円 柱形 で よ くし まつ て 光沢 が あ る もの で 内面 は 淡黄色で 朱紅色 の 油点 が ある

　　も の と し ， 主 産地 は 遼寧省の 蓋平 ， 海城， 遼陽で あ る とす る．この もの は 生薬 の外形 か らすれ ば オ ケ ラに 某 くも

　　の で あろ う．ま た 無順 ， 彰武 ， 錦州 お よび 吉林省の 通 化， 臨江，延吉お よ び黒竜江省 ， 内蒙古地 区 の も の を含 み

　　を経 て 漢 口市場 1・C 出廻 る の で 関東蒼朮 とい うが，こ の 地 区 に は ナ ン マ ン オ ケ ラ，シ ナ オ ケ ラ も産する か ら単
一・な

　　基源 の もの と は 考え られない ．内蒙古 に は シ ナ オ ケ ラお よび ヒ トツ バ シ ナ オ ケ ラ は 自生す る が，オ ケ ラ，ナ ン マ

　　 ン オ ケ ラは分布し て い な い．

　次 に 現 代 の 冂本 に お い て 自生する 朮で ある が ， そ の 葉形は 極め て 変異に 富む が，すべ て 1種で オ ケ ラ ・4．」
’
aPenica

で あ る．九州 ， 四 国，本州 に分布する．江戸時代享保年聞 に 中国産 の オ オバ ナ オ ケ ラ と ホ ソ バ オ ケ ラ の 苗 が 渡来 し た

が ， 前者は 栽培が 困難で 絶 滅 し，後 者 だ け新 潟 県 佐渡 の
一地 方で 栽植保存され て い た の を 著者 の

一
人高橋

’S）が 明か に

し た．こ の 佐渡産 蒼朮は 雌株 で 雄株 を欠 くが根茎を切つ て 繁殖 させ られ るの で そ の 後各地 で 栽培 が試みられ る よ うに

な つ た．また オ ケ ラ との 人工 交配種 も作られ る 1・c 至 つ て い る．江戸時代 に は そ の 他 シ ナ オ ケ ラ，ナ ン マ ン オ ケ ラ の 苗

も伝来し た ら し い が 絶 滅 し，ナ ン マ ン オ ケ ラ が 近 代 に なつ て か ら渡来し現在 で は 各地で 栽培され る よ うに なつ た．

　従つ て 目本各地で 自生 す るオ ケ ラ か ら得た 生薬 に和蒼朮，三 好自朮，嫩根 白朮，玉 白朮 ， 焚 蒼等 の 呼称が ある が ，
江戸時代の 本草家お よ び 臨床 家 の 指 摘 す る よ うに すべ て そ の 某源植物は オ ケ ラ エ種 で ある．

　南朝鮮産 の 韓蒼朮 また は韓 白朮と称す る 生薬も H本 の もの と全 く同
一

物で ある．た だ し 北 朝癬 か ら輸入 す る朝鮮蒼

朮p一
種は 南鮮産 とそ の 形 質 を 異 に し ， 連球状 1り柱形 で 分枝す る こ とは 稀れで 根 は ほ とん ど除去され ， よ く整 つ た形

で 質は 軽虚で 破折 し や す く香気 も少 し く異つ て い る ，こ の もの の 基 源は ナ ン マ ン オ ケ ラ で あ り，
atraetylon の 呈 色

反応で ある ワ ニ リン HCl 試液で 全 く呈色 し ない ．か つ て 1930〜 1940年 の 頃に は 口本 の 生薬市場 に 大 量 輸 入 され ， 最

近 ま た 北鮮貿易 に よ つ て そ の サ ン プ ル が 現わ れ て きた．

　著者 らは ，日本 の 生薬 ll∫場の 各種の 朮の 剖見を 試み，ま た そ の 生薬 切片 の エ タ ノ ール 浸 …r　1蔽 に つ い て atractylon

の 呈 色反 応 を検 し て その 基源 を 明 か に し た．
　　　　　ヒ　T

　和 蒼朮 と古蒼朮 の 鑑別 に つ い て は 先 に 木 島正 夫の 口 述報告
’9）rb：あ り， 白朮 ， 茅朮に 渕 して は 中国科学院の 徐国釣ら

の報 文 20）が あ る が ， 著者 らの 研 究に よ つ て 更に 新知見を加えた もの である．

　本研究は 1936年 に 開始 し て 以 来，多 くの 先輩，友人 の 後援 と助言 を 得 た こ とを 感 謝す る．特 に オ ケ ラ 属植物の 植物
分類地 理 学 の 上 の 知 見 1・c 関し て は 京都大学理学部北 村 四郎教授 の有益な助言 と示唆を 受けた こ とを感謝す る．また 生

薬学上 の 知 見に 関 し て は 京都大学薬学部木村康
．
教授 の 指導 と 助言 を 受 け た こ と を感 謝す る．

実 験 の 部 （各論）

　1． 和蒼朮，三 好白朮 （玉 白朮）の 構造

　実 験 に 用 い た 材料 は 大 阪 道修町市場で 市販され て い る和蒼朮， 三 好白朮と称す る生薬 お よ び 長 野県 産 の 玉 自朮な ら
び に 韓国 よ り輸入 し た 韓蒼 朮 と称 す る生 薬を 用い

，
こ れ と比 較剖検す る た め 大阪 府近郊お よ び東京都近郊に 自生する

オ ケ ラを 採集し その 根業部を 用 い た．

　形状 ： 和蒼朮は 長さ 約 3〜6　em ， ときに は 10　am 以上 に 達 し，径 6〜 16　mm
， や や 結節状を なす円柱形 の 横走す

る 根茎か らなり， とぎに は 分枝 し また 短い 球状の分枝 が 集つ て 不整塊形 とな る．外面 は 暗か つ 色 の コ ル ク皮で お お わ

18） 高橋 真 太 郎 ： 漢 方 と漢 薬 1，161 （1940）；植 物分類地 理 17
，17 （1957），

19）木 島正 夫 ： 日 本 薬 学 会第 57総 会 口 演 （1937），
20）徐 国釣 ， 袁昌斉，周 太 炎 ， 裴 鑑 ： 薬学学報 4

，
313 （ユ956）．
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れ ， 側而 お よ び下面に は 恨 の 残基 を 附け ， また頂 端に は 短 か い 上 茎 の 残基 が あ り， 古い 爺 ．尓ま くぼみ となつ て 根茎 の

上 面 に 残 つ て い る．気は 「茎硬 で 破折 し 惟く， 破折而は 著 し く繊 fU　LLで ある ．
　横断面は ほ ぼ 円形 で ，新鰭な材料で は 柔組織部は 類白色 で ，陳久 晶で は 淡 か つ 色 を 呈 し，放射状に 排 列 し た類 黄 色

の 斑点 （繊 丁［（末） と光沢の ある黄色〜赤 か つ 色 の 油県が 認 め られ る．三 好 出 朮 よた は 玉日 朮 と t」す る 生薬 で は主 と し

て 古い 主根茎部 か ら分出 し ， 球形に 肥厚 した 新生 根茎。陸 採鐸、し て モの t／1 ル ク皮 を けず り去つ た もの で ある．外面 は

類自色で ，と こ ろ ど こ ろ に 黄か つ 色 の J ル ク皮 が 茂 つ た 不冥 塊形 ま た は 連球形 を な す．和 蒼朮 に 比 し て 破 折 しや す く，

破折面は 類白色 で繊 維 に 乏 し く ， 油点 の 数も少い ．和蒼朮， 三 好白朮 と もに 共迫 し た
一
矼 の 特異 な 香気が あ り， 味は

苦い ．

　構 造 ： T、
．
1蒼 朮 の 肥厚 し た 部分の 横 切 片

．
を 鏡検する と， 最外 層 は 5 〜20数層 の コ ル ク層か らな り，

コ ル ク細胞 は 朝莫
性で 則縁吐に 長 くそ の 膜 は や や 波曲 し，か つ 色 の 内容物 に 官む．

　 コ ル ク層申お よ びその 最内層 ドに は 1〜叡乗 の 石細胞環 が あ り ， そ の 石細胞環は 1 〜3細胞列の 膜の 著 し く肥厚し

た 長方形 の 石細胞か らな る．石細胞 は 通 例 15〜40 μ で 内腔 は 明か で あ る．）
’
ル ク職 τ競 く皮部柔組織に は 石細月包を混

じた 皮部 r鼓維朿が あり，そ の 繊 糸帽
’
は 通 常 10数 們以 上 ， と きiCは 100個 以上 に 達す る 彳丸約 10μ の 厚膜繊維か らな り，

束の 径は 350μ に も迂 す る もの も ある．皮部繊 ↑占中に は そ の形態が 石細胞 と区別 し gTい もの が ある．

　三 好白朮，玉 白朮 に お い て は こ の 厚膜 、鼓維を 全 く欠 く場合 が あり， また 存ノ1し て もその 細胞数は 和蒼朮に 比 し て極
め て 少数 で あ る．

　皮部柔組織 こ とに 皮部放剔組織 の 末端部位に は やや切線性 に 艮 い 形 の 大形 の 破生油室が 点在する．油窒の 大きさ は
一

定し て い な い が 通 例 ， 長 径150〜600 μ ， 短径100〜32Q μ で ， 約200 × 300μ の もの が多い．　 ComPositae の 根部また

は 根 峯部 に 認 め られ る油 雪：は 発生 IUに 見 て ， 離 「油至 で ある こ と が 多い が
21 ）

，
オ ケ ラ 属 （Atractylodes）で は すべ て

破 生 油至 （lysigenOus　oil −sae ） で あ る こ とは 特異的で ある． こ の 点 に 関 して 著者らは こ れ をチ旨摘22）し て お い た が ，
他 の 成 書に

23 ）に は こ れ を離生 （shizogenous ）または 敵飯生 （shizolisigenous ） とする もの がある．し か しオ ケ ラ属
の 油 累 は 決 して IF生 また は 離破／1的に 生 じ た もの で は ない ．著者の 発 表以後に 中国科学院植物研究所 の 徐国釣ら

24 ）は
「中茱蒼朮白朮的生薬鑑定研究」 とい う論文 に お い て 朮知の 油 辛 生 成 を 論 じ こ れ を 図説 し て 裂溶暁 （lisigellous） と

な し薯者らの 見解 と同じ’jl：実 を指摘 し た．

　皮部柔細胞 は 多くは 放射方向に 集い 多A状橢［亅形 で ， イ ヌ リン の 球尸1お よび 修酸 カル シ ウ ム の 針晶〜束針晶 を 含む

が，で ん ぷ ん 杭は 認め ない ．

　紺管束系組織 は 放射状に 排列 し，通 例 師部 の 外側 に は 冠 状 の 厚 膜 性 繊 紅東 が あ る が ， 三 好 k朮，玉 白朮 と 称す る生

薬 で は こ れを 欠くこ とが 多い ．一・
次師は 肥厚度の 増すに 従つ て 切↑艮1曾こ 圧扁 さ れ 老化 し ， 新生 の もの は 伺辺 の 放射組

織 の 柔 細胞に 比 し て 小形 で や や 切線性に 長 い 円形細胞か らな り ， 管未内形成 層 は例 外を 除い て は 不明確 で あ る．

　木部 は 道 管お よ び 木部繊維 と 極 め て 少数 の 木化 し た 柔細胞お よ び 木 化 せ ぬ 膜 を もつ た 柔 細 胞 か ら な り髄 を 中心 と し

て放射状 に放射組織 と交互 に 排列す る．道符は 形成層 また は 師部部に 直接 に 接 し て 存在す る侮 今 と， 木部繊維束を介

し て 存在し，道管群お よ び 木部繊絶朿は 通 例内方 に 向つ て そ の イコ達が 著 し く各i’M維束の 中間は 木部柔組熾 で み た され ，

髄 を 中心 と し て 数列 の 断 欠 し た 同心 円性 の ff状 に 排 列 す る．

　和 蒼朮 で は そ の 木 部繊 維束の発 達 が 著 し く細胞 数 は 200臼以 上 に 達す る もの が あ り，その 発達に よ つ て 道管の
一

部

は まれ に繊維東中に 囲 まれて 存在す る．三 好白朮 ， 玉 白朮等 で は こ の 木部繊維束の 発 達 は 著明 で は な く放射方向に 排

列 した 道 管 の 外 側 に 少 数 の 群束を、忍め る に すぎな い ．道 管は 通 例 ， 木部繊維束 の 内側 に 接 し て 3 〜 7 個が 切線性 に 東

り， 半径吐に は 1 〜2 〜3 例に 排例 し，径10〜20〜30μ で あ る．

　ま た ， 髄 に 接する
一

次木部 の 道管は 小形 で 径約10μ で あ る．縦 切片で 検す る と道管は通 例 ， 網紋を 現わ し ま た 有縁

孔紋をもつ もの が あ り， その 長さは 約 15  μ で 皮部繊維 に比 し て 概ね やや 短 い．木部繊維は 皮部戯維 と同 じ く著 し く

厚膜，木化し ，長 さ 300〜50D μ で ，先端は 鋭 尖 と な り と ぎに は そ の 先端 は 2 裂 す る．
　 こ の 繊維東 の 同辺に は 方形 の 石細胞状 の 厚膜細胞 を 伴 う こ とが ある．

　和蒼朮の 木部繊維束は 矛朮， 涯倉朮等 の 中国産蒼朮に 比し て そ の 発達は髄を 囲ん で比佼的や や内方に 発遥す る の が
一般 で ある．

　木部放射組織 は 薄膜性で 皮部の も の と 大差 な く， 木化 反応を 示 さな い ．放射組織巾に は 皮部 と同様に 破生油室 が 点

存し ま た油室 は し ばし ば髄中に も認 め られ る，

　束外成 層 は東内形 成 層 に比 して や や 明 か で 2 〜3 層 の 切 紐性に 長い方形 の細胞か らな る．木部柔細胞中の 内容物は

皮 部と同様 に イ ヌ リン の 球山 お よび 修酸 カル シ ウ ム の 針晶 〜 束針晶を 含む．

　破 生 油室は 円形〜橢 円形 を 示し皮部お よび 髄中の も の が比較的大ぎく ， 皮部 の も の は 切 線性に ， 髄 お よ び 放射 組 織

中 の もの は 半径性 に 長 く350 × 600 μ に 達す る も の が ある．

　以上 の 所見は オ ケ ラ Atractylodes　daPOnica　KQIDZUMr の 根茎の 構洫 と よ く
一

致 し ， 市販 の 和 蒼朮お よび 三 好白
朮 は そ の 基 源植物とし て オ ケ ラ で あ る こ とが 明か で あ る．

　2・　 茅朮 ， 古立蒼朮の 構造

　実験に 用い た 材料 は大阪市道修町市場で 市販す る 1．1コ国産の 茅朮 また は i［1立蒼朮と称する生蒸と ， こ れ と比較剖見す

るた め に江戸時代 日本 へ そ の 曲が 伝来 し，佐渡で 栽王∴保存 され た佐渡蒼朮 （Atractytodes　lancea　DC ．）の 生 品の 根tt

21）S　olereder ： Systematie　 Anatomy 　of 　the　 Dicotyledens ，
　VeL 　I，457 （1908）、

22）昭 和29年 （1954），9 月　 口本生 薬学会 年 度 大 会 講 演 発 表．
23） 藤 田 路

一
： 生 薬学 ，157 （ユ957），i第 6改 正 目本 莱 局 方 追 補 1，〔1951）．　 2の 徐 国 釣 ら ： ibid．20）
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部 を用 い た，また輸入 生浸の サ ン プル とし て 送 られ て 来た 長 ♪蒼朮， ｝k 蒼朮 と ，・11す る 生夷に つ い て も比咬剖見 し た．

　形状 ： 茅朮また は 古立蒼朮と称する
「
1†

は 通 別長 さ 5〜10　em
， 径 10〜20　mm で，や や 結節状をなす円柱形で ，

不規則に まが り， また と きに は 分技す る 楓走根茎か らな る．外面は暗か つ 色 の コ ル ク皮で お お わ れ ， しば し ば根部を

燃去し た 際に 生 じた
一

部分炭化し た コ ル ク皮をつ げて い る．M．i」面お よ び
一
ド而 に は 極い 根の fE　kiが あ り， 上 面 に は地 上

茎 の 短 い 残 某 と古 い 茎 跡 が くぼ み に な つ て 残 つ て い る．質 は 1孟硬 で 充実 し，岐折面 は 廴：，］色 の 組織 Lliに 著明 な黄か つ

色 の 光沢 の あ る 油 点が va　rLし ， また放剞状に 揺列 した 多 くの 責点 （／　b．1婦 』束）を
メ価 る．

ゴ

巳蒼朮 に 比 し て 吸折 し や

すい ，和蒼朮に 頬似し て 異 る一挿 特異 な ア 呑が あ
”
），

こ れ を切 断し て放置す る と断面 か ら白色 の 薄綿状 の 結，」
‘

1物 （い

わ ゆ る atraatylol ） を 抓 1：1［す る．こ の 折 1甥 1 京ノ1 ’の 新 鮮 な もの で は 著 しい が 束久品 で は 明か で な い こ と が あ る．

　市易で は こ の 折 山物 の イ」無 とそ の 芳界に よつ て 和 灯朮 とa 朮 とを 蝓 別す る．

　構造 ； ぞ 朮の 肥厚し た 部分 の 横切 片を
L

見す る と， 最 外1酷 ま比較杓厚 い 約10〜40效 層 の コ ル ク細胞列か らな り， そ

の 「hに 2 〜8 条，通 例 2 〜3 条 の 石細 喧環が 存在 し ， み 、用肥 は 1 〜 2 細胞 列 で と こ ろ ど こ ろ新欠 す る こ と が あ る．そ

の 形は 概ね 長 ノ∫形 で 切 線万 向に 長 く上
．
径 15〜50 μ ，短 頚 o〜／5μ で あ る．曳部 の 柔 細 胞 1・x ，1i，膜．1土で ，放毎 li糀の 延長

下 に ある 部位．に け 切線性に 二い 内tlt
−
：の 橢円形 の 大 ぎい 破 生 油室 が あ る． ＿の油 室 は 慨ね 和 蒼朮 よ りも大ぎ御 釦 丕250

〜300 〜550μ ，長 径 300〜500 〜S50 μ ，と きに は 6UO× 1200 μ に 辻 す る も の が あ る．柔 細 胞 の 内 容物 は 蒼朮 と 同 様で 変

イヒきま な レ、．

　↑1答束系組織で は
一

次師 部 の 師管 は 切線性 に 圧 『されて 老化 し ， 各師部の 外但1」に は 和蒼朮 に お い て 認 め られ る よ う

な皮邯紐絶束を 冥き， た だ まれ に 仕 ノ の くび れ た i炉円な部位に の み 極 め て 仁 か の 皮穡 蚊 1准の 存在を 認 め るに す ぎ な い．

　 t の 場合皮部繊維 の 細胞 杁は 辿 1タ、
1 〜10個 で 多 く とも20口 以 上 を超 え るも の は な い ．

　 東内形成層は
一

般 に 不明確 で ，まれに 2 〜3 細胞列 の 小形 の 再膜惜 細 胞 か らな る こ と力 認 め られ る．

　道管部は 道 管 ， 木部血紺，胡莫匡木部柔細胞か らな り， 放射方 同 に 」レ 戈層 よ り髄 に 至 る まで 不 連 続的に 直線状 に 排

列 する ，

　通 例 ， 木部 の 懴組 末はタト方 に 発辻 が 7 し く，杠 X の 狭 さ く部位で は そ の 奴は 肥大部位 よ りもr し く発 逢す る．大ぎ

い ナ 部
’
戴維 束 で は そ の 緬 己取 は 100〜2001［以 上 に 達 し ， し ば し ば そ の 門辺 に は 方形 の 石細胞状尸 膜細 胞 を 伴 う．紙 椎

細胞 は 皮部 と共 に 横断而 は 多角1陰で そ の 径 約 12 μ
， 解 唯液に よ つ て 堺 隹し た もの で は そ の 長 さ 約 400 μ で あ る．這 管

は 新生 の も の は 通 r列， 形 k層 の 1）］fii」etlk して 切級 方 ’lj に 2〜5個排列し それ よ り内側 の もの は 木雁繊維束 の 内側に接

し て 1〜 3細胞列 とな り切 泉性に 排列 し ， 各木
立11繊 維束 は 不連続的に 放射状に 排列 し そ の 各束 の 聞に は 単独 ま たは 数

個 の 遊離 し た 道管群を 囲ん で 濤膜
．1†の 木化反応 を呈 しな い や や小形の 木 の柔絹 織が ある．

　 道 管は 径20〜40 μ で ， 縦 切h
』
で は 網 文また をよ有li孔、．文を 忍め る，

　角＋ 1・、tし た材料で 検す る と道管は 円筒形 または 両 喘な い し一
端力 斜！こ説 頭 とな り， そ の 長 さは約 200μ に 辷 す る．

　
一

次木鄙の 道管は 他に 比 し て 小 さ く径10〜15 μ で ， 中心 の 髄は 和若朮に 比 し て 慨ね 大 ぎく， しば しば 皮部 に 存在す

る油 ⊥ と同 様の 大 形 の 1皮⊥ 油 宝 を 認 め る．木 司倣 り］組 織は 外；
／
成 層を もつ て 聴 ≦の もの と連続 し ， しば し ばや や小形

の 油室を 認 め る．こ の ホ郭放 射組織中の 抽室は
丶i冠 匚I」に 長い 橢 1［ヨ形で 内rl

’1
は 約80μ × ユ30μ 程度の もの が 多い ．

　 以 一ヒの 所見 は 佐渡辛 の ホ ソバ オ ケ ラ （A ．　lancea　DC ．）の 私並 。影の 構這 と極 め て よ く
一．．

致 し、また 洪蒼朮 ， 長沙 蒼朮

と称す る 生 薬の 構造 とも一
致す る．故 に 』

・朮は Atractytodes　lancea　DC ，の 根塞 部 よ り行だ L薬で あ る と 。忍め る．

　 3・　 中国産 ， 白朮 （冬朮） の 構造

　 実験に 用 い た 材料は 大 阪道 修 町市 上・で 市販 さ れ て い る 吾白朮 ， 冬朮 ， 鋲α亢）朮， 哄乖と 称する 生裏で
， そ の 外観

色 凋 は 凋 製法 ，こ よ つ て 異 るが ル 態的に 規 似す る．こ れ と比較剖見すべ き生埴物 は 待られ なか つ た ので 藤 III直市 1専士が

か つ て 19，　44年 ， 浙江 省嘔安 で栽培 され た も の か ら，．， た オ オ バ ナ オ ケ ラ の 胞葉標本に 附け た 根茎部 の
一。ISを 使用 し ， ま

た 白朮に 関 す る徐 匪1均 b の 報 文
2S ）を 刈 用 し た 、

　 市販 の 中国 よ り輸入 され る 白朮 お よ び茅朮 ， 荊朮， 冬朮， 於朮と利する生薬に つ い て も比較剖見 し た．

　 形状 ： 中コ産白朮 は 長 さ 4〜8em ，径 20〜50　mm で 不規則な直立円柱状塊形をなし ， 通例一ヒ端に は 1 〜2 本の 短

い 茎 の 残基を もち
， や や狭細で ある が

， 側方に
“
矧 切 ，求状の 隆起部が あ り下端は 著 し く肥大す る．外観は 淡 黄灰 色 で ，

生薬 の 調 製時 こ根部 は すべ て 完 全 に隠 去 され ， また火 惑乾燥に よ つ て コ ル ク皮 の
一

部は
」
眉 匕し て い る こ とが あ る （供

朮）．

　 ：　 IX重 く， 堅硬で 破折し が た く， 破折面は 知 ユ状で 淡黄か つ 色を 呈 し （冬朮）， ま た は 矛軟 で 暗か つ 色で ある （娯 朮）．

　 味は や や 甘 く，粘 液 生で 徴に 苦味が あ り，本 卓 に い う 白朮の 陀味 と
一

致 し，特 異 の 香 りが あ り，また 焦臭を 伴うも

の もある （哄朮）．

　 構造 ： 白朮 （冬朮） の 主根釜 邦価叨片を 鏡検す る と ， 最外層は 通 例 1〜5細胞列 ， と きに は 約10細胞列 の コ ル ク層

か らな り，
コ ル ク細胞は 切 線吐に 長b 長方形 の 薄膜細胞か らな り， 赤か つ 色 の 内容物 を 令ん で い る ，こ の コ ル ク層 は

生薬の 調製 の 際 し ば し ば 麟損す る こ と が あ る た め ，部分』」に 欠け て い る こ と もある ，
　 コ ル グ 白 1ヨ に は 1 条 の 1 〜2細胞列 か らな る 石緇胞環が あ り， そ の 環は しば し ば 断欠 して い るか ， これを 欠 くもの

が あ る． コ ル ク形成層は 生楽で は 明確 で なく，通 例 コ ル ク層に つ い で 皮部柔組織 が あ る．そ の 孕組織は 溥膜性 で 切線

性 に 長い 細胞か ら な り，内容物 は 加熱処理 に よ つ て し ばし ば糊化 し て い る．

　 支部柔組織 中に は 和 蒼朮，芽 朮 と同様の 切 可泉性に 長い 橢 円形 の 内腔 を もつ 破生油室が あり亦 か つ 色 の 油湎 を 含み ，

月 辺 の 細胞中に も小 さ い 油 滴を 認 め る．油牢 の 内腟は 茅朮に 比し て 小 さ く，短径50〜80〜120μ ，長径100〜120〜550
μ で ， そ の 数 は 茅 朮 に 比 し て 概 ね 少 奴 で ある．

25）　徐 国 釣 ら　： ibid．　20）
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　 ま た 肥大部 お よ び幼若部 で は皮 部組織中に は 石 細胞 お よび 皮 部繊 維 を 欠 き
『
， 老 成 部 の 地 上 茎 に 接す る部位 に は 少数

の 皮部繊維 を認 め る．こ の 皮部繊維は 他の 朮の も の に 比 し て膜 は や や 薄 く木 化度も弱 い．

　 維管束は 放射組織 と交互 に 放射状 に 排列 し ， 放射組織 の 幅は
一

定 し て い ない ．肥大部位 の
一

次自ili部 の 師管は 切線性

に 圧扁 され て 多 くは 老化 し ， 通 例 そ の 外側に は 繊維朿 し よ うを 伴わ ない．束内形成層は 2 〜3 細胞列 か らな る切 線性

に 延び た 長方形 の 小形柔細胞 か らあり，束外形成層 よ りやや小形 で ある．

　道管部は 道管 ， 木部繊維， 木柔細胞か らな り， 老成した根茎部の 横切 H で は 形成層に 近接す る道管 は 1 〜3 列に 半

径性に 配列 し た 道管群か ら な り，
ほ とん ど木部繊維を伴わず木部細胞に 開れ て 存在し

， そ れ よ り髄に 向うに 従つ て 道

管列は その 周辺に 発達 した 巨大な木部繊維群に よつ て 囲れ て 大きい倒梯形を示し，そ の 部位 の 繊維細胞数 は200〜300
個 で と ぎに は更に これ を超 え た大 ぎい管束 し よ うを 形成し ，

こ の 管束 し よ う群 が髄 の 周辺に 断欠 した 環状 lcas列 し ，

そ の 問を 木部放剔組織が 貫通 し て い る．こ の 形態は中国産白朮に 特有なもの で
， 幼若な根茎部で もそ の 配 置は 同様で

た だ 木部繊維群 の 数が 少数で ある に過ぎない ．従 つ て ，こ の よ う な巨大管束 で は道管の 大部分は 木部纖維群中に 囲ま

れ る に 至り， 茅朮， 和 蒼朮に は 認 め られ ぬ特異 な形態を と る．一次木部の 道管は こ の 管束 し よ うの 内側 に認 め られ ，

そ の 管の 径は小さい ．

　道管の 横断面は 多角形で 径32〜57 μ で あ る が原 生 の もの は 径約12 μ で ある．縦切 片で 検する と道管は 綱紋 ま た は 有
縁孔紋を 現わ し ， 木部繊維は 径約12 μ ， 長 さ370〜530 μ で ， 解離液で 処理 し た材料で検する と少数 の繊維状仮道 管が

道管群中に存在す る こ とを認 め ， また木部繊維 は その
一

端が 2 分裂 した もの や， 突起状に 細くなつ た 形態 の もの を混

じ て い る．

　木部繊維は 通 例 皮部に まれ に 現 わ れ る皮 部 繊 維 よ り も太 く斜 線 状 の 孔 絞 を現 す．

　木部の 放射組織は 束外形 成層 に よ つ て 皮部の もの と連な りそ の 形態 は ほ とん ど両者は 同様で 内容物と し て イ ヌ リン

の 球品 ， 修酸 カル シ ウ ム の 針晶を 含む が で ん ぷ ん 粒は 認め ない ．
　 髄 は 幼 若 な もの で は 小 さ く， 老 成 した も の で は 比 較的 大き くし ば しば 裂 け 目が あ り ， 放 射 組 織 と共 に 破生 油室 が散

在する．

　放射組織中 の 油室 は 半径性 に 長 い 橢円形 で 皮部の 油室 よ り
一

般 に 小さい．
　 以 上 の 所見 は オオ バ ナ オ ケ ラ の 根 茎部 の 構造 と よ く一致 し ， 市販 の 燐朮 ， 浙朮 ， 於朮の 構造 も ま た 同様 で あ る か ら，

］1．1国産 の こ れ ら の朮の基源植物は Atractylodes　 ovata 　DC ．の 根茎 か ら得 た 生薬 と認め る．
　 4・ 各種朮の ワ ニ リ ン 塩酸試液 による呈色反 応

　市販 の 各種 の 朮を 細 切 し て ，そ の O．5g’を 試験管に と り，
エ タ ノール 5　 ］anエ を加 え て

， 水溶上で 数分門温浸 し た の

ち，濾過 し，濾液 1ml に ，ワ ニ リン 塩酸試液 （J．　P ．　VI．）数滴を 加 え て ふ り まぜ る と ぎ，お の お の 特異な紅色 の 呈

色反応を示 し た．
　 これ を 表示すれ ば Table 　I．の 通 りで あ る，

生 　　　　薬

Table　 I　 ワ ＝リ ン HCI 試 液 に よ る 各種 朮 の 呈 色 反応

蘿鷹
色 を 呈 し舗

門
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　微 に 紅 色 を 呈 し て や が て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 全 く紅 色 を 呈 さ な い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　消 失 す る

和蒼朮 ，
三 好 白 朮

中 国 産 白朮（冬 朮）

0

○

茅 朮 0

津 蒼 朮 （山 蒼 朮 ） ○

ee
朝鮮産 蒼朮

一
種 ○

ee こ の 朝 鮮 産 蒼朮 の 反 応 は ナ ン マン オ ケ ラ Atraciylodes　lancea　 var ．　simPlicifolia 　KITAMURA の 生 品 の 根

　 茎 部 の 反 応 と一敷 す る．

　また ，こ の 呈色反 応 は エ ーリ rV ヒ 試液
N一

を 用 い る 場合は 各生薬 に つ い て ］冂］様に 現 わ れ そ の 色調 は 紫紅色 を 現わ す．

　 こ れらの 呈色反応 よ り見れば，こ の 呈色反応物質は 主 と し て オ ケ ラ 中に 含 まれ る atraetYlen に よ る もの で ある こ

とが 推定され，成分化学的に は 和 蒼朮 また は 三 好白朮 は 中国 産の 白朮 （冬朮）に 近似 し，そ の 基源植物の 形態（葉形），

根茎 の 内部構造 も類型 的で あり， 茅朮と津蒼朮 （山蒼朮）もそ の 組織構造 は類似 し て お り， ま た 呈色反応も微陽性か

と き
『
に は そ の 判定が 困難なもの が あり，朝鮮産蒼朮 の

一
種 （蔗蒼朮）は 呈色反 応は 全 く陰性 で 他種 とは 異 る もの で あ

る こ とが 認 め られ た．

　な お 引続 ぎ， 第 2 報で 津蒼朮， 朝鮮蒼朮 （蔗蒼朮）の 搆造 と ワ ニ リン HCI 試液 に よ る呈 色反 応に 検討を 加えた い

と思 う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大 阪大学　薬学部 （昭和35年 6月16日　受理 ）

ee
　 P 一ジ メ チ ル ア ミ ノ ベ ン ズ ァ ル デ 匕 ド試 液 （J．P．VL）
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